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有機過酸化物によって加硫したゴムは， 耐熱付な

れた）�LI硫ゴムとなる． 有機過酸化物架橋は， 他の沿加剤し

より）�LI硫反応が阻害されることかある． たとえは． 酸1·生の

ん縛 アロマ系オイル， 老化防止剤などがある．

今I「11は， 老化防止剤を中心に有機過酸化物加硫に及

について評価した．

図1, 2に名化防J卜剤を添加した場合の）Ull硫仙線を不す．

老化防止剤は ， 分解した有機過酸化物のラジカルやポリマ

ーラジカルを失泊させるために加硫阻害が起こる． 等鼠配

ジフェニルアミン系のCD, ODAが比較的）uu硫阻は，

害が小さい．

図3に架橋剤などを添加した場合の加硫!HI線をホす． 化

中にNHを有するEGS, ABは， 加硫阻害を起こ

次阿も引き紬き， 行機過酸化物架橋について紹介する．
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ここに記載した内容は， 細心の注点を払っ

に某づくものでありますが， 結果をすべて確実に保；止する

ものではありません．
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図4 架橋トルクに及ほす沿加剤の影聾
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